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改 訂

　１.　目的・概要

　　ファン回りのダクト設計・施工について注意しなければならない点と対策について紹介する。

　　

　２.　ダクト設計・施工の注意点

　　（１）シロッコファンで風量増加による過負荷運転

シロッコファンは風量が増加するに伴い、軸動力が急激に大

きくなる特性を持っている。実際のダクト抵抗が計算値よ大

り低い場合は、送風機の風量増加で過負荷(過電流)運転にな

る可能性がある。

【例】

　実際のダクト抵抗が計算値より

低い場合、管路抵抗曲線は、

　ＲＡ⇒ＲＢとなる。

送風機の運転点は

　ＯＡ⇒ＯＢとなり

風量が

　ＱＡ⇒ＱＢと増加することで

軸動力は

　ＬＡ⇒ＬＢと増加する。

　0.75kWの出力の送風機を

選定していた場合、過負荷運転と

なる。

【対策】

・風量調整できるダンパーを送風機のそばに設置して、風量大となり過負荷運転となった場合は

　ダンパーを絞り、計画風量に合わせる。

・ダンパーによる調整が出来ない場合は、回転速度の検討を行い、

　プーリ・ベルト交換で回転速度を低くする。

　　（２）ダクト内部に雨水侵入で異音・過電流の発生

ダクト開口部が横向き（上向き）になっていると、風雨により

雨水が内部に侵入する。

水が羽根車に当たり異常音・振動・過電流となる場合がある。

特に吐出ダクトの末端開口部が横向きになっている事例が多く

見られる。

【対策】

・ダクトの開口部は下向きにして雨水の侵入を防ぐ。
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Ⅰ．施工要領

　送風機に近いダクトの極端な変形は、

送風機の性能上好ましくない。変形され

たダクトを使用すると、旋回の発生やダ

クト抵抗過大になり性能不足やサージン

グが発生する。

下記に送風機の接続ダクトの良否を図で示す。

出典：空気調和・衛生工学会編：空気調和・衛生工学便覧

　３.　問い合わせ先

テラル株式会社　市場開発部

TEL:03-3818-6846

テラル株式会社　ソリューション技術部

TEL:03-6891-7800
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吐出側拡大部の角

度が緩やかでない
吐出側拡大部の角

度は15°以下


